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六
月
二
十
日
の
司
牧

評
議
会
で
ビ
ア
ン
ネ
神

父
様
か
ら
司
祭
館
の
現

況
に
つ
い
て
（
水
道
・

ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
の

流
水
が
少
な
い
等
）
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
総
代
か
ら

は
司
祭
館
を
取
り
壊
し

て
駐
車
場
に
し
、
幼
稚

園
に
レ
ン
タ
ル
し
て
聖

堂
二
階
の
改
修
費
に
充

て
る
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
▼
翌
七
月
の
司
牧

評
議
会
で
は
各
班
の
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
総
代
か
ら
は
司

祭
館
跡
地
を
売
却
し
た

資
金
で
改
修
工
事
す
る

提
案
が
あ
り
、
こ
の
件

は
教
区
本
部
と
幼
稚
園

で
進
め
る
こ
と
に
な
っ

た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
多

く
の
困
惑
・
驚

き
疑
問
点
の
指

摘
が
な
さ
れ
、

翌
週
の
ミ
サ
終

了
後
、
全
信
徒

に
説
明
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
▼
七
月
二

十
五
日
の
説
明

会
で
は
、「
こ
の

よ
う
な
大
事
な

こ
と
は
、
ま
ず

信
者
で
話
し
合
っ
て
か

ら
計
画
す
べ
き
で
は
な

い
か
」「
こ
う
い
う
こ
と

は
文
書
で
出
す
べ
き
」

ま
た
、「
司
祭
と
の
コ
ン

タ
ク
ト
が
取
り
に
く

い
」
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
ま
し
た
。
▼
そ
の

後
、
神
父
様
は
司
教
様

に
報
告
。
翌
週
、
役
員

と
も
協
議
し
八
月
八
日

の
ミ
サ
後
に
経
過
を
説

明
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

第
二
回
班
長
研
修
会

の
玉
里
教
会
か
ら
は
リ

モ
ー
ト
で
十
名
の
方
が

参
加
致
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
『
み
こ
と
ば
の

分
か
ち
合
い
七
段
階

法
』、
講
師
を
教
区
本
部 

長
野
さ
ん
が
務
め
約
二

時
間
の
受
講
に
な
り
ま

し
た
。 

 

♰

 

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
何
を
信
じ
て
い
る
の
か 

ポ
ン
テ
ィ
オ
・
ピ
ラ
ト
の
も
と
で
苦
し
み
を
受
け
Ⅵ 

イ
エ
ス
様
は
福
音
を
宣
布
し
な
が
ら
弟
子
た
ち
を
お
選
び
に
な
っ
た
。
私
た
ち
が
イ

エ
ス
様
の
弟
子
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
イ
エ
ス
様
の

時
代
は
先
生
が
弟
子
を
選
択
せ
ず
、
弟
子
が
先
生
を
選
択
し
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
様

は
ご
自
分
が
先
に
弟
子
た
ち
を
選
択
し
て
お
選
び
に
な
っ
た
。
イ
エ
ス
様
が
「
私
に
従

い
な
さ
い
」
と
い
う
『
み
こ
と
ば
』
に
私
た
ち
が
答
え
る
時
、
私
た
ち
に
多
く
の
犠
牲

を
要
求
し
た
。
事
実
、
多
く
の
人
が
イ
エ
ス
様
の
も
と
を
行
き
去
っ
た
（
ヨ
ハ
ン
６
・

６
０
参
照
）
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
ご
自
分
の
そ
ば
を
離
れ
な
か
っ
た
弟
子
た
ち
に
イ

エ
ス
様
は
「
あ
な
た
た
ち
が
私
を
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
私
が
あ
な
た
た
ち
を
選
ん
だ

（
ヨ
ハ
ン
１
５
・
１
６
）
」
と
い
う
『
み
こ
と
ば
』
で
慰
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の

『
み
こ
と
ば
』
は
、
私
た
ち
が
困
難
な
こ
と
に
面
し
た
時
、
「
あ
な
た
が
先
に
私
た
ち

を
選
ん
だ
か
ら
、
私
た
ち
に
責
任
を
負
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
祈
り
に
導
く
。
そ
れ

で
は
、
イ
エ
ス
様
は
我
々
が
持
っ
て
い
る
何
を
見
て
お
選
び
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

私
は
皆
さ
ん
に
聖
書
を
開
い
て
（
Ⅰ
コ
リ
ン 

Ⅰ
・
２
６-

２
９
）
を
必
ず
読
む

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
こ
に
正
解
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

玉
里
教
会
主
任
司
祭 

李 

秉 

德 

神
父 

第
二
回
班
長
研
修
会 

七
月
二
十
五
日
午
後
二
時
～
四
時 

教
会
ホ
ー
ル 

教
会
改
修
提
案
に 

熱く長い講話 

ホワイトボードが 

登 場 
年間第15主日のお説教

は 50 分ほどかけて、『信
仰感覚』をテーマに、ホワ
イトボードに板書しなが
ら三身一体を感じる事に
ついて講話を行いまし
た。 

 

六
月
の
司
牧
評
議
会
に
て
築
五
〇
年
を
迎
え
る
玉
里

教
会
の
司
祭
館
・
聖
堂
の
改
修
が
議
題
に
上
が
り
ま
し
た

が
、
七
月
二
十
五
日
の
ミ
サ
後
に
信
徒
全
員
へ
の
説
明
会

を
開
い
た
と
こ
ろ
、
唐
突
な
提
案
に
戸
惑
い
、
計
画
の
進

め
方
に
対
し
疑
問
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

七
月
十
八
日
の
司
牧
評
議
会
か
ら 

聖
堂
内 

障
子
張
替
え 

八
月
一
日 

聖
堂
内
の
障
子
の
張
替
え
を
営
繕
係
へ 

対
応
と
女
性
部
の
協
力
依
頼
。 

  

聖
母
被
昇
天
祭
ミ
サ 

八
月
十
五
日 

午
前
九
時
～ 

キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
日
ミ
サ 

八
月
十
五
日 

午
前
十
時
～
カ
テ
ド
ラ
ル 

＊
十
名
以
内 

申
し
込
み
順 

 

＊
ビ
ア
ン
ネ
神
父
様
へ
の
連
絡
は 

０
９
０ 

６
７
７
０ 

３
９
９
４ 

情報ひろば 



 

 

日 曜日 ミサ 典礼暦 小教区の予定 当番 班会

1 日 ☆ 年間第18主日 典礼⑤⑥

2 月 ■

3 火 ■

4 水 ■ 聖ヨハネ・マリア・ビアンネ司祭（記） ビアンネ神父様 霊名のお祝い

5 木 ■

6 金 ■

主の変容（祝）
日本カトリック平和旬間開始（15日ま
で）/広島教区司教座教会献堂記念日

7 土 × 掃除①②⑦

8 日 ☆ 年間第19主日 典礼①②⑦

9 月 ○

10 火 ○ 聖ラウレンチオ助祭殉教者（祝）

11 水 ○ 聖クララおとめ（記）　山の日

12 木 ○

13 金 ○

14 土 ×
聖マキシミリアノ・マリア・コルベ司
祭殉教者 （記）

掃除③④

15 日 ☆
聖母の被昇天（祭）

高松教区司教座教会献堂記念日
典礼③④

16 月 ■

17 火 ■

18 水 ■

19 木 ■

20 金 ■ 聖ベルナルド修道院長教会博士（記）

21 土 × 聖ピオ10世教皇（記） 掃除⑤⑥

22 日 ☆ 年間第21主日 ミサ後　司牧評議会 典礼⑤⑥

23 月 ○

24 火 ○ 聖バルトロマイ使徒（祝）

25 水 ○

26 木 ○

27 金 ○ 聖モニカ（記）

28 土 × 聖アウグスチヌス司教教会博士（記） 掃除①②⑦

29 日 ☆ 年間第22主日 典礼①②⑦

30 月 ■

31 火 ■

1 水 ■

2 木 ■

3 金 ■

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください

8月の予定（2021年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00　▲＝20：00    ×＝なし

班

会

は

お

休

み

 


